
次
号
は
４
月
２８
日
（土
曜
）に
発
行
し
ま
す

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

消防庁長官表彰の栄誉

３９
年
に
わ
た
り
地
域
の
安
全
に
貢
献

僕
も
私
も
体
力
測
定
に
挑
戦

も
り
や
ま
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

〝手
づ
く
り
〟で
地
域
交
流
を
目
指
し

世
代
を
超
え
て
廿
軒
家
「お
花
見
の
会
」

５
月
２０
日

小
幡
緑
地
本
園
で
〝開
店
〟

「守
山
サ
ー
ク
ル
」ケ
ー
キ
教
室

楽
し
み
な
が
ら
プ
ロ
の
技
を
学
ぶ

「ち
は
や
ふ
る
の
世
界
～
末
次
由
紀

初
原
画
展
～
」

来
月
９
日
か
ら
名
古
屋
栄
三
越
で

                     

                     

                     

                     

                     

　
▽
石
原
仁
さ
ん
＝
小
幡
中

３
＝
の
投
稿
写
真
㊤

　
ボ
ケ
の
花
が
、
こ
と
し
も

ミ
ッ
ク
ス
で
き
れ
い
に
咲
き

ま
し
た
。

　
　
　
◇
　
　
　
◇

　
▽
牧
村
紀
久
雄
さ
ん
＝
守

牧
町
＝
の
投
稿
写
真
㊦

　
い
た
だ
い
た
大
根
が
…
し

っ
ぽ
の
あ
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

モ
デ
ル
の
よ
う
で
す
。

　
　
　
◇
　
　
　
◇

　
「
え
っ
�
」
と
び
っ
く
り

し
た
り
、
思
わ
ず
笑
っ
て
し

ま
う
よ
う
な
写
真
は
あ
り
ま

せ
ん
か
―
。
本
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
あ
な
た
が
日
常
生
活
で

と
ら
え
た
〝
ス
ク
ー
プ
〟
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　
応
募
は
郵
送
、
ま
た
は
メ

ー
ル
で
。
郵
送
は
写
真
の
ほ

か
、
別
紙
に
①
住
所
②
氏
名

（
匿
名
希
望
の
方
は
ペ
ン
ネ

ー
ム
も
）
③
電
話
番
号
④
写

真
の
説
明
や
コ
メ
ン
ト
な
ど

を
明
記
し
て
、
〒
４
６
３
―

０
０
０
７
、
松
坂
町
三
五

二
、
守
山
ホ
ー
ム
ニ
ュ
ー
ス

「
紙
上
写
真
展
」
係
へ
。

　
メ
ー
ル
は
、
件
名
に
「
紙

上
写
真
展
」
、
本
文
に
（
必

ず
）
①
か
ら
④
、
写
真
デ
ー

タ
を
添
付
し
て
＝
ｍ―
ｈ
ｏ
ｍ

ｅ
ｎ
ｅ
ｗ
ｓ
＠
ｄ
ｕ―
ｎ
ｅｔ．
ｎ
ｅ．ｊ
ｐ

＝
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　
携
帯
電
話
の
カ
メ
ラ
で
撮

影
し
た
写
真
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

た
だ
し
、
内
容
や
画
質
に
よ

っ
て
は
掲
載
で
き
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

原
さ
ん
㊨
へ
小
松
署
長
か
ら
永

年
勤
続
功
労
章
が
伝
達
さ
れ
た

握力はいくつかな…子どもたちも体力測定に挑戦

異世代が集まって…手づくりの催しを楽しんだ

田
辺
さ
ん
（
手
前
）
に
教
え
て
も
ら

い
な
が
ら
ケ
ー
キ
作
り
を
楽
し
む
参

加
者

ⓒ末次由紀／講談社

多くの人で毎回にぎわう「わくわくフリーマーケット」

　
長
年
勤
続
し
、
そ
の
成
績
が

優
秀
と
い
っ
た
現
職
の
消
防
士

や
消
防
団
員
な
ど
に
贈
ら
れ
る

も
の
。
三
月
七
日
の
消
防
記
念

日
に
合
わ
せ
た
表
彰
が
毎
年
行

わ
れ
て
お
り
、
本
年
度
は
全
国

千
八
百
九
十
六
人
の
消
防
団
員

が
同
章
の
対
象
に
な
っ
た
。

　
原
さ
ん
は
一
九
七
九
（
昭
和

五
十
四
）
年
、
町
内
で
の
募
集

に
応
え
て
入
団
。
会
社
勤
め
と

両
立
し
な
が
ら
活
動
を
続
け
、

二
〇
〇
〇
（
平
成
十
二
）
年
に

副
団
長
、
〇
九
（
同
二
十
一
）

年
に
団
長
に
任
命
さ
れ
た
。

　
三
十
九
年
に
わ
た
る
貢
献
が

認
め
ら
れ
、
「
私
自
身
に
は
重

い
表
彰
。
人
に
恵
ま
れ
た
こ
と

や
先
輩
方
の
指
導
に
よ
る
た
ま

も
の
」
と
原
さ
ん
。
副
団
長
時

代
に
経
験
し
た
東
海
豪
雨
で

は
、
増
水
し
た
香
流
川
を
巡
回

し
た
際
「
自
然
の
力
は
す
ご

い
」
と
感
じ
た
と
い
う
。

　
ま
た
、
消
防
団
活
動
に
つ
い

て
「
定
年
後
も
地
域
に
溶
け
込

む
こ
と
が
で
き
た
。
妻
や
子
ど

も
の
『
引
退
し
た
ら
』
と
い
う

声
も
あ
っ
た
が
、
続
け
て
き
て

よ
か
っ
た
」
と
笑
顔
で
話
し
て

い
た
。

　
森
孝
東
消
防
団
団
長
の
原
千
勝
さ
ん
�
�
＝
森
孝
東
一
＝
が
こ
の
ほ
ど
、
消
防
庁
長
官
表
彰

で
永
年
勤
続
功
労
章
を
受
章
。
先
月
十
三
日
、
守
山
消
防
署
＝
西
新
＝
で
小
松
祐
治
署
長
か
ら

伝
達
さ
れ
た
。

　
読
者
サ
ー
ビ
ス
や
地
域
の
交

流
を
図
る
な
ど
、
区
内
中
日
新

聞
販
売
店
で
つ
く
る
「
守
山
サ

ー
ク
ル
」
主
催
の
ケ
ー
キ
教
室

が
先
月
十
八
日
、
守
山
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
＝
守
山
三
＝
で
開

か
れ
、
参
加
者
が
楽
し
み
な
が

ら
プ
ロ
の
技
を
学
ん
だ
。

　
イ
チ
ゴ
が
お
い
し
く
な
る
時

期
に
合
わ
せ
、
取
り
入
れ
た
レ

シ
ピ
で
催
し
て
お
り
四
回
目
。

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
本
紙

で
の
募
集
と
抽
選
に
よ
る
三
十

六
人
が
集
ま
っ
た
。

　
今
回
は
「
レ
ア
チ
ー
ズ
ケ
ー

キ
と
チ
ョ
コ
ガ
ナ
ッ
シ
ュ
ケ
ー

キ
を
作
ろ
う
」
が
テ
ー
マ
。
同

教
室
で
は
お
な
じ
み
、
洋
菓
子

店
店
主
で
愛
知
県
菓
子
技
術
専

門
校
校
長
の
田
辺
悦
朗
さ
ん
が

講
師
を
務
め
た
。

　
田
辺
さ
ん
は
、
タ
ル
ト
や
ア

ー
モ
ン
ド
ク
リ
ー
ム
の
作
り
方

な
ど
〝
プ
ロ
の
技
〟
を
説
明
と

実
演
で
伝
授
。
ま
た
「
で
き
る

限
り
家
庭
に
あ
る
用
具
で
作
り

ま
す
。
こ
れ
は
百
均
で
準
備
し

た
ん
で
す
よ
」
と
い
っ
た
話
も

交
え
、
笑
い
を
誘
っ
た
。

　
手
順
を
学
ん
だ
参
加
者
ら
は

六
つ
の
調
理
台
へ
分
か
れ
、
あ

ら
か
じ
め
用
意
さ
れ
た
タ
ル
ト

と
ス
ポ
ン
ジ
を
飾
り
付
け
。
手

ほ
ど
き
も
受
け
な
が
ら
ク
リ
ー

ム
や
イ
チ
ゴ
で
仕
上
げ
、
そ
の

出
来
に
「
か
わ
い
い
」
と
小
さ

な
声
を
上
げ
て
い
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
家
で
は
で

き
な
い
本
格
的
な
体
験
が
で
き

て
、
と
て
も
よ
か
っ
た
」
と
の

感
想
が
聞
か
れ
た
ほ
か
、
催
し

後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
初
め

て
の
人
と
も
仲
良
く
で
き
た
」

な
ど
の
回
答
も
見
ら
れ
た
。

　
中
日
新
聞
守
山
販
売
店
連
合

会
は
五
月
二
十
日
（
日
）
、
こ

と
し
も
「
わ
く
わ
く
フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
」
を
小
幡
緑
地
本
園

の
芝
生
広
場
で
開
催
。
出
店
者

（
プ
ロ
・
セ
ミ
プ
ロ
を
除
く
）

を
募
集
し
て
い
る
。

　
各
販
売
店
に
よ
る
古
紙
回
収

を
は
じ
め
、
学
区
・
集
団
資
源

回
収
へ
の
協
力
な
ど
リ
サ
イ
ク

ル
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
る
同
会

が
、
読
者
サ
ー
ビ

ス
と
し
て
も
催
す

も
の
。
午
前
十
時

―
午
後
二
時
、
出

店
無
料
。
八
十
店

ま
で
で
、
雨
天
順

延
（
五
月
二
十
七

日
）
と
な
っ
て
い

る
。

　
申
し
込
み
は
、

は
が
き
か
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
で
。
は
が
き
は
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
携
帯
電
話

番
号
（
中
止
な
ど
緊
急
連
絡

用
）
、
出
店
品
（
飲
食
物
や
生

き
物
は
不
可
）
を
明
記
し
て
、

〒
４
６
３
―
０
０
０
７
、
松
坂

町
三
五
二
、
中
日
総
合
サ
ー
ビ

ス
守
山
営
業
所
「
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
窓
口
」
係
へ
。

　
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
は
、
同
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（
「
中
日
も
り
や

ま
」
で
検
索
、
ま
た
は
上
の
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
）
の
専

用
フ
ォ
ー
ム
か
ら
応
募
。

　
と
も
に
四
月
二
十
一
日

（
土
、
必
着
）
締
め
切
り
、
応

募
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
当
選

者
に
は
四
月
二
十
八
日
ご
ろ
ま

で
に
通
知
す
る
。

　
問
い
合
わ
せ
は
「
わ
く
わ
く

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
窓
口
店

の
澤
田
新
聞
店
（
三
階
橋
専
売

店
）
＝
☎
（
７
９
３
）
０
０
６

５
（
平
日
、
午
前
十
時
―
午
後

六
時
）
＝
へ
。

　
自
分
の
体
を
知
っ
て
、
健
康

に
な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
催
し

「
も
り
や
ま
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
が
先
月
十
一
日
、
守
山

区
役
所
＝
小
幡
一
＝
講
堂
で
開

か
れ
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

約
三
百
人
が
来
場
し
た
。

　
介
護
予
防
を
は
じ
め
、
健
康

に
関
連
し
た

情
報
を
地
域

へ
普
及
さ
せ

る
な
ど
有
志

の

集

ま

り

「
わ
く
わ
く

ラ
イ
フ
サ
ポ

ー
ト
守
山
」

と
、
守
山
区

社
会
福
祉
協

議
会
が
主
催

す

る

も

の

で
、
こ
と
し

で
三
回
目
。

　
会
場
に
は

握
力
や
片
足

立
ち
と
い
っ
た
体
力
測
定
の
ほ

か
、
歩
行
姿
勢
を
チ
ェ
ッ
ク
し

て
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
な
ど
七
つ

の
ブ
ー
ス
が
並
び
、
来
場
者
が

次
々
と
体
験
。
「
す
ご
い
ね
」

の
声
掛
け
に
に
っ
こ
り
す
る
子

ど
も
や
、
説
明
に
う
な
ず
く
高

齢
者
の
姿
が
多
く
見
ら
れ
た
。

　
ま
た
、
同
協
議
会
の
講
座
を

き
っ
か
け
に
発
足
し
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
ら
が
ス
テ
ー

ジ
へ
順
番
に
登
場
。
歌
や
ゲ
ー

ム
を
楽
し
み
な
が
ら
健
康
に
な

る
工
夫
を
客
席
へ
伝
え
た
。

　
発
声
に
よ
る
健
康
法
を
披
露

し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「
Ｖ
ｏ
ｉ
ｃ
ｅ
も
り
や
ま
」
の

柴
田
悦
子
代
表
は
「
皆
さ
ん
が

熱
心
に
話
を
聞
い
て
く
だ
さ
っ

て
、
楽
し
い
時
間
を
共
有
で
き

た
」
と
笑
顔
。
わ
く
わ
く
ラ
イ

フ
サ
ポ
ー
ト
守
山
の
大
橋
拓
幸

代
表
は
「
こ
の
催
し
が
健
康
の

気
付
き
の
き
っ
か
け
に
な
れ
ば

い
い
」
と
話
し
て
い
た
。

　
〝
手
づ
く
り
〟
で
地
域
交
流

を
図
ろ
う
と
す
る
催
し
「
お
花

見
の
会
」
が
先
月
三
十
一
日
、

廿
軒
家
神
明
社
＝
廿
軒
家
＝
で

開
か
れ
、
二
百
人
以
上
が
参
加

し
て
楽
し
ん
だ
。

　
異
世
代
間
を
は

じ
め
、
つ
な
が
り

を
持
っ
て
ほ
し
い

と
の
思
い
か
ら
同

神
社
が
主
催
し
、

昨
年
に
続
き
二
回

目
。
運
営
な
ど
氏

子
総
代
ら
が
ス
タ

ッ
フ
に
な
っ
て
、

回
覧
板
と
ポ
ス
タ

ー
で
来
場
を
呼
び

掛
け
た
。

　
境
内
に
は
模
擬

店
が
登
場
し
、
焼

き
そ
ば
や
土
手
煮

な
ど
ス
タ
ッ
フ
手
作
り
の
メ
ニ

ュ
ー
を
無
料
で
配
布
。
待
ち
か

ね
た
よ
う
に
訪
れ
た
人
た
ち

が
、
桜
と
食
事
を
楽
し
み
な
が

ら
会
話
に
も
花
を
咲
か
せ
て
い

た
。

　
ま
た
、
輪
投
げ
や
的
当
て
と

い
っ
た
段
ボ
ー
ル
製
の
ゲ
ー
ム

も
並
び
、
親
子
連
れ
で
大
に
ぎ

わ
い
。
「
う
ま
い
」
や
「
や
っ

た
ー
」
と
歓
声
を
響
か
せ
た
ほ

か
、
景
品
を
手
渡
す
な
ど
エ
プ

ロ
ン
姿
で
手
伝
い
を
す
る
子
ど

も
の
姿
も
見
ら
れ
た
。

　
「
ま
っ
た
く
知
ら
な
い
人
と

も
話
が
で
き
て
、
楽
し
い
」
と

参
加
者
の
一
人
。
氏
子
の
責
任

役
員
を
務
め
る
伊
藤
孝
さ
ん
は

「
催
し
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
ま

だ
手
探
り
状
態
。
続
け
て
、
地

域
の
活
性
化
を
目
指
し
て
い
き

た
い
」
と
に
こ
や
か
に
話
し
て

い
た
。
　

　
「
ち
は
や
ふ
る
の
世
界
～
末

次
由
紀
　
初
原
画
展
～
」
が
五

月
九
日
（
水
）
か
ら
二
十
一
日

（
月
）
ま
で
、
名
古
屋
栄
三
越

＝
中
区
栄
三
＝
七
階
の
催
物
会

場
で
開
か
れ
る
。

　
競
技
か
る
た
に
懸
け
る
「
綾

瀬
千
早
」
を
主
人
公
に
、
等
身

大
の
高
校
生
ら
の
熱
き
青
春
群

像
を
描
く
「
ち
は
や
ふ
る
」
。

コ
ミ
ッ
ク
ス
累
計
三
十
七
巻
・

発
行
部
数
二
千
二
百
万
部
突
破

（
二
〇
一
八
年
二
月
時
点
）
の

大
ヒ
ッ
ト
作
品
で
、
実
写
映
画

化
さ
れ
る
な
ど
世
代
や
性
別
を

超
え
て
共
感
を
得
て
い
る
。

　
同
展
は
「
ち
は
や
ふ
る
」
を

中
心
に
、
初
公
開
と
な
る
原
画

百
六
十
点
以
上
を
展
示
。
流
麗

な
色
彩
と
繊
細
な
タ
ッ
チ
で
描

か
れ
た
原
画
の
魅
力
を
紹
介

し
、
そ
の
作
品
世
界
を
楽
し
め

る
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

　
午
前
十
時
―
午
後
七
時
半

（
最
終
入
場
は
午
後
七
時
）
、

会
期
中
無
休
。
前
売
り
券
は
一

般
・
学
生
六
百
円
（
当
日
八
百

円
）
、
小
・
中
学
生
三
百
円

（
同
四
百
円
）
、
未
就
学
児
無

料
。
問
い
合
わ
せ
は
東
海
テ
レ

ビ
放
送
事
業
局
＝
☎
（
９
５

４
）
１
１
０
７
（
平
日
、
午
前

十
時
―
午
後
六
時
）
＝
へ
。

　
　
　
◇
　
　
　
　
◇

　
同
展
の
招
待
券
を
本
紙
読
者

五
組
十
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

　
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
、
お
届
け
の
中

日
新
聞
販
売
店
名
を
明
記
し

て
、
〒
４
６
３
―
０
０
０
７
、

松
坂
町
三
五
二
、
守
山
ホ
ー
ム

ニ
ュ
ー
ス
「
ち
は
や
ふ
る
」
プ

レ
ゼ
ン
ト
係

へ
。

　
締
め
切
り
は

十
八
日
（
水
）

必
着
。
応
募
多

数
の
場
合
は
抽

選
と
し
、
発
送

を
も
っ
て
発
表

に
代
え
ま
す
。
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